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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成23年2月3日(2011.2.3)

【公表番号】特表2010-513742(P2010-513742A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-542722(P2009-542722)
【国際特許分類】
   Ｄ２１Ｈ  17/66     (2006.01)
   Ｄ２１Ｈ  17/63     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ２１Ｈ  17/66    　　　　
   Ｄ２１Ｈ  17/63    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロース系製品の製造の為の方法であって；
　（ｉ）少なくとも約２重量％の繊維濃度を有する、セルロース系繊維を含有する水性濃
厚懸濁物を用意すること；
　（ｉｉ）該濃厚懸濁物に；
　（Ｉ）アルミニウム化合物；
　（ＩＩ）アルカリ土類金属塩；
　（ＩＩＩ）酸；
を添加すること；
　（ｉｉｉ）該得られた濃厚懸濁物を希釈して薄い懸濁物を形成すること；
　（ｉｖ）該薄い懸濁物に１以上のろ水及び歩留り助剤を添加すること；及び
　（ｖ）該得られた薄い懸濁物を脱水すること、
を含む上記方法。
【請求項２】
　セルロース系製品の製造の為の方法であって；
　（ｉ）（ａ）少なくとも約２重量％の繊維濃度；
　（ｂ）少なくとも約１００ｍｇ／ｌのアルカリ土類金属イオン濃度；
を有する、セルロース系繊維を含有する水性濃厚懸濁物を用意すること；
　（ｉｉ）該濃厚懸濁物にアルミニウム化合物及び任意的に酸を添加して約４～約５．５
のｐＨを得ること；
　（ｉｉｉ）該得られた濃厚懸濁物を希釈して薄い懸濁物を形成すること；
　（ｉｖ）該薄い懸濁物に１以上のろ水及び歩留り助剤を添加すること；及び
　（ｖ）該得られた薄い懸濁物を脱水すること
を含む上記方法。
【請求項３】
　該アルミニウム化合物が、ミョウバン、ポリアルミニウムクロリド、ポリアルミニウム
シリケートサルフェート、アルミネート、アルミニウム硝酸塩又はそれらの混合物である
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、請求項１又は２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
　該アルカリ土類金属塩が該薄い懸濁物に添加されて、少なくとも１００ｍｇ／ｌのアル
カリ土類金属イオン濃度を得る、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　該アルカリ土類金属塩がマグネシウム塩、カルシウム塩又はバリウム塩である、請求項
１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　該アルカリ土類金属塩が、塩素イオン、硫酸イオン、炭酸イオン、硝酸イオン又は有機
酸イオンから選ばれる陰イオンを有する、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　該アルカリ土類金属塩が、塩化マグネシウム、硫酸マグネシウム、塩化カルシウム又は
硫酸バリウムである、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　該酸が無機酸である、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　該酸が塩酸又は硫酸である、請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　該酸が該濃厚懸濁物に添加されて約４～約５．５のｐＨを得る、請求項１～９のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１１】
　該アルミニウム化合物、アルカリ土類金属塩及び酸を添加した後に、該濃厚懸濁物のｐ
Ｈが、塩基を添加することにより、約６～約８の範囲に増大させられる、請求項１～１０
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　該濃厚懸濁物が、少なくとも約３．５重量％の繊維濃度を有する、請求項１～１１のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　該水性懸濁物が、機械パルプから得られるセルロース系繊維を含む、請求項１～１２の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　該パルプが過酸化水素漂白されたものである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
（Ｉ）該アルミニウム化合物；
（ＩＩ）該アルカリ土類金属塩、及び
（ＩＩＩ）該酸；
が該懸濁物に別々に添加される、
請求項１～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　（Ｉ）該アルミニウム化合物；
　（ＩＩ）該アルカリ土類金属塩、及び／又は
　（ＩＩＩ）該酸；
が混合物の形態で該懸濁物に添加される、請求項１～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　該ろ水及び歩留り助剤が１以上の陽イオン性有機ポリマーを含む、請求項１～１６のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　該ろ水及び歩留り助剤がケイ質材料を含む、請求項１～１７のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１９】
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　該ろ水及び歩留り助剤が、せん断段階前に添加される陽イオン性有機ポリマー及びせん
断段階後に添加されるケイ質材料を含む、請求項１～１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　該ろ水及び歩留り助剤がシリカに基づく陰イオン性粒子を含む、請求項１～１９のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　該セルロース系製品が紙である、請求項１～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　セルロース系製品の製造の為の方法が、一貫製紙工場で行われる、請求項１～２１のい
ずれか１項に記載の方法。


	header
	written-amendment

